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一

『
菅
家
須
磨
記
』
の
成
立
と
流
布
に
つ
い
て
の
試
論

妹　

尾　

好　

信

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
菅
家
須
磨
記
、
須
磨
記
、
菅
原
道
真
、
偽
書
、
壺
井
義
知
、
多
田
義
俊
、
前
田
綱
紀

は
じ
め
に

　
『
菅
家
須
磨
記
』
は
、
菅
原
道
真
に
仮
託
さ
れ
た
実
録
・
紀
行
の
書
で
、
右
大

臣
任
官
か
ら
、
突
然
の
太
宰
権
帥
へ
の
左
遷
決
定
、
以
後
都
を
離
れ
る
ま
で
の

間
の
自
身
や
周
囲
の
人
々
の
思
い
、
離
京
か
ら
須
磨
に
至
る
ま
で
の
動
向
が
、

ほ
ぼ
一
人
称
の
ス
タ
イ
ル
で
描
か
れ
て
い
る
。古
く
は
道
真
自
作
と
信
じ
ら
れ
、

天
神
信
仰
を
背
景
に
す
こ
ぶ
る
珍
重
さ
れ
て
世
に
流
布
し
た
よ
う
で
、
多
く
の

写
本
が
伝
わ
る
他
、二
種
の
版
本
（
文
化
七
年〈
一
八
一
〇
〉刊
、文
政
十
年〈
一
八
二
七
〉

刊
）
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
で
『
菅
家
須
磨
記
』
を
「
い
み
じ
き
偽
書
」
と
喝
破
し
た
の
は
本

居
宣
長
で
あ
っ
た
。『
玉
勝
間
』
二
の
巻
（
寛
政
七
年
〈
一
七
九
五
〉刊
）
に
お
い
て
、

　
　

 

菅
原ノ

大
臣
の
か
き
給
へ
り
と
い
ふ
、
須
磨
の
記
と
い
ふ
物
な
ど
は
、
や
ゝ

よ
に
ひ
ろ
ご
り
て
、
た
れ
も
ま
こ
と
ゝ
思
ひ
たン

め
る
、
こ
れ
は
い
み
し
き

偽リ

書
な
る
を
や
、
か
ゝ
る
た
ぐ
ひ
数
し
ら
ず
お
ほ
し
）
1
（

、

と
述
べ
、
清
少
納
言
に
仮
託
さ
れ
た
『
松
嶋
日
記
』
な
ど
と
同
類
の
偽
書
で
あ

る
と
一
刀
に
断
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
尾
崎
雅
嘉
の
『
群
書
一
覧
』（
享
和
二

年
〈
一
八
〇
二
〉
刊
）
和
書
部
三
・
記
行
類
に
も
、

　
　

 

菅カ
ン

家ケ

の
御
作
と
い
ひ
て
世
に
ひ
ろ
く
も
て
興ケ
ウ

し
て
ま
こ
と
の
も
の
と
お
も

ふ
人
多
し
こ
れ
は
菅
神
つ
く
し
へ
お
は
し
ま
す
時
す
ま
の
う
ら
ま
で
の
道

の
記
に
て
こ
と
ば
づ
か
ひ
ふ
る
め
か
し
く
書カ

キ

な
せ
る
も
の
な
れ
ど
偽ギ

書シ
ヨ

な

る
こ
と
明ア

キ

ら
け
し

）
2
（

と
あ
っ
て
、
近
世
後
期
に
な
る
と
、
識
者
は
そ
の
偽
書
な
る
こ
と
を
見
抜
い
て

い
た
。
そ
れ
で
も
偽
書
説
に
は
む
ろ
ん
反
発
も
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
岩
田
友
靕

著
『
菅
公
遺
著 

須
磨
記
』（
明
治
三
十
五
年
〈
一
九
〇
二
〉
刊
）
に
寄
せ
た
巻
頭
識
語

に
お
い
て
、
宮
地
葉
天
は
、

　
　

 

曾
つ
て
本
居
宣
長
大
人
の
偽
作
と
謂
ひ
し
も
何
の
據
り
と
こ
ろ
あ
り
て

や
、
本
書
文
辞
拙
な
し
と
い
へ
る
は
或
は
然
ら
ん
も
、
菅
公
の
著
述
に
此

體
の
も
の
な
し
、
彼
是
對
照
の
便
な
く
ん
ば
、
何
を
以
つ
て
菅
公
の
筆
に

あ
ら
ず
と
い
ふ
か
、
唯
恐
る
ゝ
は
幾
た
び
か
謄
寫
の
際
、
多
く
の
誤
謬
を

傳
へ
た
る
な
き
や
の
一
事
と
す（
３
）。
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二

と
言
っ
て
お
り
、
な
お
道
真
自
作
を
信
じ
る
見
解
も
一
部
に
は
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
近
代
以
降
は
明
白
な
偽
書
と
見
な
さ
れ（

４
）、

そ
れ
ゆ
え
に
研
究
の
対

象
と
さ
れ
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
し
、
活
字
刊
行
の
機
会
も
な
か
な
か

な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
に
な
っ
て
、
津
本
信
博
編
著
『
近
世
紀
行
日
記
文
学
集
成
』

第
一
巻（
平
成
五
年　

早
稲
田
大
学
出
版
部
刊
）に
収
め
ら
れ
て
本
文
が
活
字
化
さ
れ
、

次
い
で
千
本
英
史
責
任
編
集
『
日
本
古
典
偽
書
叢
刊
』
第
二
巻
（
平
成
十
六
年　

現
代
思
潮
新
社
）
で
は
、
初
め
て
の
近
代
的
な
注
釈
が
公
刊
さ
れ
る
な
ど
、
読
み

や
す
い
本
文
が
提
供
さ
れ
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
研
究
の
日
が
当
て
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
は
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、『
菅
家
須
磨
記
』の
伝
存
状
況
を
調
査
し
、諸
伝
本
の
奥
書
・

識
語
等
か
ら
、
書
写
年
代
や
書
承
に
関
わ
っ
た
主
要
な
人
物
に
つ
い
て
考
察
し

て
、
伝
来
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
究
を
行
な
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら

の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
書
の
成
立
と
流
布
の
実
態
に
関
し
て
、
若
干
の
考

察
を
試
み
た
い
と
思
う
。

一　

成
立
時
期
は
享
保
年
間
か

　
『
菅
家
須
磨
記
』
が
道
真
自
作
で
は
な
く
、
昌
泰
・
延
喜
の
頃
の
成
立
で
は

あ
り
得
な
い
に
し
て
も
、
実
際
に
作
ら
れ
た
の
は
い
つ
頃
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

諸
伝
本
の
中
で
最
も
古
い
年
次
を
記
す
奥
書
を
有
す
る
本
と
し
て
、
天
理
大

学
蔵
竹
柏
園
文
庫
旧
蔵
本（『
須
磨
日
記
』と
題
す
る
）が
あ
る
。
同
本
の
奥
書
に
は
、

次
の
よ
う
に
あ
る
。

〔
Ａ
〕

　
　

右
三
巻
之
日
記
菅
庿
辞
都
之
旅

　
　

記
也
自
往
昔
雖
握
翫
其
感
不
少
仍
送

　
　

遠
卿
畢

　
　
　
　

建
武
二
年
二
月
下
旬　
　
　

桒
門
釈

〔
Ｂ
〕

　
　

須
磨
日
記
三
冊
以
二
条
羽
林
家
本
写
之

　
　

其
後
以
官
本
挍
合
畢

　
　
　
　

文
明
元
年
十
月
下
澣 

野
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
兼
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
在
判

　

す
な
わ
ち
、〔
Ａ
〕
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
二
月
下
旬
に
「
桑
門
釈
」
な
る

人
物
が
書
写
し
た
由
と
、〔
Ｂ
〕
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
十
月
に
一
条
兼
良
が
「
二

条
羽
林
家
之
本
」
を
書
写
し
、「
官
本
」
で
校
合
し
た
由
の
二
段
階
の
奥
書
が

存
す
る
の
だ
が
、
二
条
家
に
伝
わ
っ
た
本
を
兼
良
が
書
写
し
た
と
い
う
の
は
、

い
か
に
も
権
威
付
け
の
た
め
に
創
作
さ
れ
た
奥
書
ら
し
い
。
ま
た
、
北
海
学
園

大
学
蔵
の
注
釈
本
『
菅
丞
相
須
磨
之
記
』
の
見
返
に
貼
ら
れ
た
押
紙
に
は
、「
元

本
は
應
永
年
中
の
写
本
ニ
而
む
し
ば
み
多
く
有
之
候
所
」
云
々
と
あ
っ
て
、
応
永

年
間（
一
三
九
四

－

一
四
二
八
）の
古
写
本
が
も
と
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、

こ
れ
も
こ
と
さ
ら
に
親
本
を
古
い
本
に
見
せ
る
た
め
の
記
述
で
あ
っ
て
、
信
用

で
き
る
も
の
と
も
思
わ
れ
な
い
。
な
お
、竹
柏
園
旧
蔵
本
に
は
、本
文
中
の
「
道
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三

あ
る
御
代
に
立
し
そ
か
む
も
」
の
箇
所
に
「
△
ひ
し
り
の
御
代
に
身
を
は
ふ
ら

か
さ
む
も
△
後
水
尾
院
御
本
ニ
か
や
う
に
書
か
へ
た
ま
へ
り
」と
傍
記
が
あ
り
、

「
後
水
尾
院
御
本
」
な
る
伝
本
の
存
在
に
触
れ
る
。
後
水
尾
天
皇
（
一
五
九
六

－

一
六
八
〇
）
の
書
写
本
な
ら
ば
寛
永
（
一
六
二
四

－

一
六
四
四
）
頃
に
は
す
で
に
成

立
し
て
い
た
か
と
も
見
え
る
が
、
こ
れ
も
一
種
の
権
威
付
け
で
あ
ろ
う
と
推
測

さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
中
世
期
の
書
写
を
示
す
奥
書
は
信
用
で
き
そ
う
に
な
い
の
だ

が
、
信
憑
性
の
あ
る
奥
書
類
に
よ
っ
て
、
本
書
成
立
の
下
限
を
推
定
す
る
と
、

早
く
津
本
信
博
氏
が
、

　
　

 

現
存
本
の
書
写
年
時
か
ら
推
し
て
蓬
左
文
庫
蔵
本
の
享
保
十
六
年
写
が
最

も
古
く
、
次
い
で
名
大
本
（
皇
学
）
の
享
保
十
八
年
・
速
水
房
常
写
本
、

早
大
本
の
享
保
二
十
年
・
嶷
子
写
本
を
あ
げ
ら
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
享

保
年
間
を
遡
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い

）
5
（

。

と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
私
に
行
な
っ
た
諸
本
調
査
に
よ
っ
て
も
、
奥
書
や
識

語
に
記
さ
れ
た
書
写
年
次
が
享
保
年
間
を
さ
か
の
ぼ
る
も
の
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
た
だ
し
、
津
本
氏
が
最
古
と
さ
れ
る
享
保
十
六
年
写
の
蓬
左
文
庫
蔵

本
よ
り
も
古
い
書
写
本
は
存
在
す
る
。
岡
山
大
学
蔵
池
田
家
文
庫
Ａ
本

）
6
（

は
目
録

に
よ
れ
ば
享
保
十
三
年
写
と
あ
り
、
大
阪
天
満
宮
蔵
Ｄ
本
の
本
奥
書
に
も
享
保

十
三
年
五
月
書
写
の
こ
と
が
見
え
る
。
ま
た
、
大
和
文
華
館
蔵
本
の
本
奥
書
に

は
享
保
十
四
年
九
月
書
写
の
由
を
記
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、今
の
と
こ
ろ
、

本
書
の
成
立
は
少
な
く
と
も
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
以
前
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　

津
本
氏
が
挙
げ
ら
れ
た
以
外
に
、
享
保
年
間
の
書
写
を
伝
え
る
伝
本
と
し
て

は
、
東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
Ｃ
本
と
架
蔵
の
一
本
に
は
蓬
左
文
庫
蔵
本
と
同
じ

く
享
保
十
六
年
十
一
月
の
本
奥
書
が
見
え
、
相
愛
大
学
蔵
春
曙
文
庫
本
と
神
宮

文
庫
蔵
Ａ
本
は
享
保
十
九
年
の
書
写
、
奈
良
女
子
大
学
蔵
本
と
広
島
大
学
蔵
Ａ

本
に
は
享
保
二
十
年
二
月
の
本
奥
書
が
あ
り
、
大
阪
天
満
宮
蔵
Ｄ
本
の
沢
田
一
斎

に
よ
る
書
写
奥
書
も
同
年
十
一
月
、京
都
女
子
大
学
蔵
本
も
同
年
の
書
写
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
菅
家
須
磨
記
』
は
、
享
保
十
三
年
頃
に
忽
然
と
世
に
現
れ
、

以
来
続
々
と
書
写
が
重
ね
ら
れ
て
急
速
に
広
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

二　

壺
井
義
知
作
者
説
に
つ
い
て

　

さ
て
、
本
書
伝
本
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
作
者
を
江
戸
中
期
の
故
実
家
、
壺
井

義よ
し
ち
か知

（
一
六
五
七

－

一
七
三
五
）
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
見
解
が
あ
る
。

津
本
信
博
氏
の
説
で
あ
る
。
津
本
氏
は
、

　
　

 

内
閣
文
庫
本
が
壺
井
義
知
写
で
あ
り
、
九
大
本
が
壺
井
義
知
注
本
で
あ
る

こ
と
か
ら
察
す
る
と
、
享
保
二
十
年
十
月
、
七
十
九
歳
で
他
界
し
た
壺
井

義
知
の
手
に
な
る
可
能
性
も
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い

）
7
（

。

と
言
わ
れ
る
。
義
知
の
書
写
・
施
注
を
示
す
奥
書
を
有
す
る
伝
本
が
複
数
存
在

す
る
こ
と
と
、
本
書
が
盛
ん
に
書
写
さ
れ
世
に
広
ま
っ
て
い
た
享
保
十
年
代
が

義
知
の
晩
年
に
重
な
る
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
よ
う
だ
。

　

確
か
に
、
諸
伝
本
の
奥
書
に
は
、
壺
井
義
知
の
書
写
・
施
注
を
示
す
記
事
を

有
す
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
す
る
。
先
に
掲
げ
た
大
和
文
華
館
蔵
本
（
享
保

十
四
年
本
奥
書
）、
蓬
左
文
庫
蔵
Ａ
本
（
享
保
十
六
年
写
）、
東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
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四

Ｃ
本
（
同
年
本
奥
書
）
な
ど
、
比
較
的
書
写
年
次
の
古
い
本
に
見
え
る
の
で
、
義
知

が
早
い
時
期
に
本
書
の
書
写
に
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

津
本
氏
が
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
内
閣
文
庫
蔵
Ｂ
本
は
義
知
自
身
の
書
写
本
と

さ
れ
て
お
り
、
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

此
一
書
加
州
金
沢
或川
嶋
氏人
之
許
よ
り
借
写
し
て

　
　

且
加
傍
字
訖　
　
　
　
　
　
　
　
　

壺
井
義
知　

印

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
義
知
は
『
菅
家
須
磨
記
』
を
金
沢
在
住
の
あ
る
人
（
傍
書

に
よ
れ
ば
「
川
嶋
氏

）
8
（

」）
か
ら
借
り
て
写
し
、傍
字
を
書
き
加
え
た
と
い
う
。
実
際
、

内
閣
文
庫
蔵
Ｂ
本
に
は
多
く
の
傍
字
が
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
仮
名
主
体
の
文
章

で
意
味
を
取
り
に
く
い
た
め
、
義
知
は
振
り
漢
字
を
施
す
と
と
も
に
、
行
間
に

簡
略
な
注
記
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
朱
の
読
点
も
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

信
じ
る
限
り
、義
知
は
『
菅
家
須
磨
記
』
の
作
者
で
は
な
く
、あ
く
ま
で
書
写
・

施
注
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
諸
伝
本
を
検
す
る
に
、
義
知
の
奥
書
に
は
何
パ
タ
ー
ン
か
が
存
在
す

る
こ
と
が
わ
か
る
。内
閣
文
庫
蔵
Ｂ
本
の
形
の
他
に
、次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　

Ⅰ　

筑
波
大
学
蔵
Ａ
本
等

　
　
　

此
一
書
加
州
金
澤
自
川
島
氏
傳
来
之
尤
殊
勝
之
御
記
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
知
判

　

Ⅱ　

蓬
左
文
庫
蔵
Ａ
本
等

　
　
　

此
一
書
加
州
金
澤
川
嶋
氏
よ
り
至
来
し
て
写
と
り

　
　
　

ぬ
尤
殊
勝
之
御
記
也　
朱
字
傍
註
義
知
判

　

Ⅲ　

射
和
文
庫
蔵
本
等

　
　
　

再
三
校
合
加
朱
字
傍
注
畢　
　
　
　
　

壺
井
義
知
印
判（
朱
）

　

Ⅳ　

九
州
大
学
蔵
Ｂ
本

　
　
　

右
壺
井
義
知
加
傍
註
畢

　

こ
の
う
ち
、
Ⅱ
が
最
も
一
般
的
な
義
知
の
奥
書
で
あ
る
と
言
え
、「
至
来
」

を
「
到
来
」
と
す
る
な
ど
小
異
は
あ
る
が
、
多
数
の
伝
本
の
本
奥
書
と
し
て
見

え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
奥
書
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
、
義
知
は
再
三
に
わ
た
っ

て
『
菅
家
須
磨
記
』
を
書
写
し
傍
注
を
加
え
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
各
本
が
門

人
や
知
人
に
分
け
与
え
ら
れ
た
り
貸
し
出
さ
れ
た
り
し
て
写
さ
れ
、
ま
た
他
本

と
の
校
合
も
さ
れ
て
次
第
に
世
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

内
閣
文
庫
蔵
Ｂ
本
と
、
Ⅰ
・
Ⅱ
の
奥
書
に
共
通
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、『
菅
家
須
磨
記
』
が
金
沢
の
川
嶋
氏
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は

信
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
門
人
の
多
田
義
寛
（
義
俊
）
の
著
『
蓴ぬ
な
わ
の菜
草
紙
』

巻
之
三
に
は
、
義
知
の
経
歴
に
つ
い
て
、

　
　

 

一
た
ん
大
坂
へ
出
て
商
家
に
倣
ひ
し
が
、去
て
信
州
の
松
本
に
行
、い
さ
ゝ

か
の
し
る
べ
に
便
り
て
、
手
迹
十そ
ろ
ば
ん

露
盤
を
云
立
て
、
代
官
手
代
を
望の
ぞ
み

た
れ

ど
も
事
不
レ
調
。
此
を
去
て
加
賀
に
遊
ぶ
。
暫
く
有
て
、加
州
の
縁
を
以
て
、

四
辻
殿
を
便
り
に
上
京
し
、
青
侍
を
勤
む（

９
）。

云
々
と
記
す
。
義
知
は
金
沢
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
金
沢
に
は
浅
か
ら
ぬ
縁

が
あ
る
の
で
あ
る
。
仕
官
を
望
ん
で
信
州
松
本
藩
に
行
っ
た
の
は
延
宝
五
年

（
一
六
七
七
）、
金
沢
か
ら
上
京
し
て
四
辻
公
韶
に
仕
え
た
の
は
貞
享
二
年

（
一
六
八
五
）
の
こ
と
と
い
う
か
）
10
（

ら
、
金
沢
在
住
は
天
和
〜
貞
享
初
年
の
頃
で
あ
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五

る
。「
川
嶋
氏
」
な
る
人
物
の
知
遇
を
得
た
の
も
金
沢
居
住
の
縁
に
よ
る
も
の

に
相
違
な
い
。

　
「
川
嶋
氏
」
に
つ
い
て
は
、
中
村
幸
彦
氏
が
、
金
沢
の
商
人
で
、
南
楼
と
号

し
た
河
島
正
卿

）
11
（

で
あ
ろ
う
と
考
証
さ
れ
た

）
12
（

。
す
な
わ
ち
、
富と

だ田
景か

げ
ち
か周

編
『
燕
台

風
雅
』
巻
之
八
に
、

　
　

 

河
島
正
卿
字
尚
齢
、
通
島
屋
與
三
兵
衛
號
二
南
楼
一
、
金
澤
賈
人
、
其
詩
出

二
八
居
題
咏
附
録
一
、
又
正
徳
中
、
與
二
韓
客
李
重
叔
南
中
容
一
唱
酬
詩
、
見

二
雞
林
唱
和
集
一
。
享
保
十
二
年
五
月
廿
日
、
遊
二
河
北
郡
湯
桶
温
泉
一
、
賦

二
十
勝
一
詩
歌
、
其
遺
巻
今
猶
収
二
湯
邑
某
家
一
、
其
巻
中
一
瀬
秋
月
、
落
木

蕭
蕭
月
色
明
、
断
岸
百
尺
板
橋
横
、
水
中
金
影
人
難
レ
掬
、
淵
底
珠
光
魚

欲
レ

驚
、
得
二

佳
趣
一
、
又
入
二

中
院
亜
相
通
躬
卿
之
門
一
、
学
二

国
朝
歌
一
、

有
下
得
二
姿
體
一
者
上
、
而
屡
賜
二
褒
詞
一
、
其
風
致
可
レ
思

）
13
（

、

と
記
す
と
こ
ろ
の
人
物
で
あ
る
。
生
没
年
は
不
詳
だ
が
、
正
徳
年
中
（
一
七
一
一

－

一
七
一
六
）
に
韓
客
二
人
と
詩
を
唱
和
し
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
に
湯
桶

温
泉
に
て
十
勝
の
詩
歌
を
賦
し
た
と
あ
る
か
ら
、
義
知
の
金
沢
滞
在
中
に
交
渉

を
持
っ
た
可
能
性
は
大
き
い
。
金
沢
を
離
れ
た
後
に
も
交
友
が
あ
り
、
享
保
十

年
前
後
に
正
卿
か
ら
『
菅
家
須
磨
記
』
が
義
知
の
も
と
に
到
来
し
た
と
考
え
て

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
壺
井
義
知
は
『
菅
家
須
磨
記
』
の
偽
作
者
で
は
な
く
、
初
期

の
享
受
者
で
あ
り
、
振
り
漢
字
・
傍
注
な
ど
を
施
し
て
読
み
や
す
く
し
た
書
写

本
を
何
度
も
作
成
し
て
、
同
書
の
流
布
に
大
き
く
貢
献
し
た
人
物
と
見
な
す
べ

き
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。

三　

多
田
義
俊
作
者
説
に
つ
い
て

　

壺
井
義
知
と
並
ん
で
、
早
い
時
期
に
『
菅
家
須
磨
記
』
の
流
布
に
関
与
し
た

人
物
に
、
義
知
の
門
人
で
あ
る
多
田
義
俊
（
一
六
九
八

－

一
七
五
〇
）
が
い
る
。

義
俊
は
、
神
道
家
・
故
実
家
で
あ
る
と
と
も
に
、
浮
世
草
子
の
作
者
と
し
て
も

名
高
い
。
南
嶺
・
春
塘
・
秋
斎
な
ど
と
号
し
た
。
義
俊
が
大
坂
か
ら
京
都
に
出

て
、
義
知
の
門
に
入
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
『
菅
家
須
磨
記
』
が
書
写
さ
れ
始

め
た
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）、三
十
一
歳
の
時
と
い
う
）
14
（

。
義
知
の
も
と
で
『
菅

家
須
磨
記
』
に
接
し
た
可
能
性
は
大
で
あ
る
。

　

義
俊
の
奥
書
は
、
筑
波
大
学
蔵
Ａ
本
、
広
島
大
学
蔵
Ｃ
本
、
東
北
大
学
蔵
狩

野
文
庫
本
、
大
阪
天
満
宮
蔵
Ｃ
本
、
同
Ｄ
本
に
見
え
て
い
る
）
15
（

。
筑
波
大
学
蔵
Ａ

本
で
は
、
先
に
示
し
た
Ⅰ
の
形
の
義
知
奥
書
が
あ
り
、
次
に
「
此
書
者
菅
神
御

記
也
讀
者
盥
漱
而
可
拝
見
也
」
と
の
一
文
を
記
し
た
後
に
、
次
の
よ
う
な
義
俊

の
奥
書
が
あ
る
。

　
　

 

菅
贈
大
相
国
貶
二
太
宰
府
之
行
至
二
須
磨
ニ
一
記
一
巻
、
感
恨
不
少
レ
矣
。
菅

氏
之
縉
紳
六
家
、
高
辻
・
五
条
・
唐
橋
・
東
坊
城
・
桑
原
・
清
岡
、
皆
失

二
之
ヲ
於
中
古
之
兵
火
一
、
不
レ
傳
二
于
子
孫
ニ
一
也
。
加
賀
條
（
侯
カ
）某
卿
得
二
一
本

於
金
澤
府
一
贈
二
傳
寫
本
一
各
一
部
諸
菅
家
也
。
別
ニ
出
レ
自
レ
筑

－

前
一
商
夫

手
之
本
、
合
二

彼
ノ

加
賀
本
一

大
同
小
異
、
今
在
二

清
家
文
庫
一

也
。
以
二

両

本
一
一
過
挍
二
合
之
一
粗
如

正
本
讀
者
正
二
其
添
塵
一
。多

田
義
俊
書
豊
軒　
　

　

こ
こ
に
記
さ
れ
た
『
菅
家
須
磨
記
』
の
由
来
は
、
だ
い
た
い
以
下
の
通
り
。
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道
真
の
子
孫
で
あ
る
菅
原
氏
の
公
家
は
そ
の
後
、
高
辻
・
五
条
・
唐
橋
・
東
坊

城
・
桑
原
・
清
岡
の
六
家
に
分
か
れ
た
が
、
ど
の
家
も
『
菅
家
須
磨
記
』
を
戦

火
で
失
っ
て
伝
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、「
加
賀
侯
某
卿
」
が
金
沢
に
お

い
て
本
書
一
本
を
得
、
写
本
を
各
家
に
一
部
ず
つ
贈
っ
た
。
そ
れ
と
は
別
に
、

筑
前
の
一
商
夫
か
ら
出
た
本
が
あ
り
、
そ
れ
を
加
賀
の
本
と
比
べ
合
わ
せ
る
と

大
同
小
異
で
あ
っ
た
。
今
そ
の
本
は
清
家
文
庫
（
舟
橋
家
の
文
庫
か
）
に
あ
る
。

自
分
は
両
本
を
も
っ
て
校
合
し
て
正
本
と
言
う
べ
き
新
た
な
写
本
を
作
っ
た
。

　

こ
こ
で
義
俊
が
「
加
賀
本
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、「
加
賀
侯
某
卿
」
が
金

沢
で
見
出
し
て
菅
家
各
家
に
寄
贈
し
た
本
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
義
俊
が
そ

れ
を
直
に
見
た
と
は
思
え
ず
、
実
の
と
こ
ろ
は
、
金
沢
の
「
川
嶋
氏
」
か
ら
伝

来
し
た
本
の
義
知
書
写
本
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　

大
阪
天
満
宮
蔵
Ｃ
本
は
、
前
見
返
に
こ
の
義
俊
奥
書
を
記
す
が
、
巻
尾
に
は

筑
波
大
学
蔵
Ａ
本
と
同
じ
Ⅰ
形
の
義
知
奥
書
と
「
此
書
菅
神
御
記
也
」
云
々
の

一
行
を
記
す
。
前
見
返
末
尾
に
「
墨
校
入
江
昌
喜
」
と
あ
る
の
と
同
一
の
筆
跡

に
見
え
る
の
で
、
入
江
昌
喜
（
一
七
二
二
―
一
八
〇
〇
）
が
書
き
付
け
た
も
の
だ

ろ
う
。
広
島
大
学
蔵
Ｃ
本
で
は
、
Ⅱ
形
の
義
知
奥
書
が
あ
り
、
そ
の
後
に
こ
の

義
俊
奥
書
が
書
か
れ
て
い
る
。
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
本
に
は
義
知
奥
書
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。

　

大
阪
天
満
宮
蔵
Ｄ
本
で
は
、
義
俊
奥
書
は
扉
に
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
あ
っ

て
、
若
干
簡
略
で
、
署
名
も
な
く
、
他
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
。

　
　

 

菅
公
遷
二
任
ス
ル
ノ
太
宰
ノ
権
ノ
帥
ニ
一
之
路
。
京
ヨ
リ
至
ノ
レ
摂
之
須
广
ノ
浦
ノ
紀
行

一
巻
。
菅
氏
ノ
之
縉
紳
家
。
高
辻　

五
条　

桑
原　

唐
橋

東
坊
城　

清
岡

 

何イ
ツ
ノ
時
ニ
失
ヘ
ル
ヤ
不
レ
傳
ハ
ラ

二
於

其
文
庫
ニ
一
也
。
加
賀
参
議
某
卿
待
（
マ
マ
）

金
澤
得
二
一
本
ヲ
一
。
寫
シ
テ
贈
レ
リ
二
于
菅

氏
ノ
之
諸
家
ニ
一
。
其
後
自
二
筑
前
ノ
國
ノ
之
一
商
夫
之
手
一
。
傳
フ
二
一
本
ヲ
於

清
家
ニ
一
。
而
シ
テ

両
本
行
ル
二

于
世
ニ
一

大
同
小
異
也
。
今
以
テ
レ

朱
ヲ

一
過
挍
二

合
ス
ト
之
ヲ
一
云
。（
返
り
点
と
句
点
は
朱
）

　

ど
う
も
こ
れ
は
他
本
の
形
の
よ
う
に
整
え
ら
れ
る
前
の
形
態
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。「
加
賀
参
議
某
卿
」
が
金
沢
で
見
出
し
、
菅
氏
の
諸
家
に
贈
っ

た
本
と
、
筑
前
国
の
商
人
か
ら
出
て
清
家
（
清
原
氏
の
意
で
あ
ろ
う
）
に
伝
え
ら

れ
て
い
る
本
の
両
方
が
世
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
中
身
は
大
同
小
異
で
あ
る
と

い
う
。「
一
過
挍
合
」
し
た
と
い
う
の
は
、
そ
の
両
系
統
の
本
を
校
合
し
た
と

い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

同
本
の
巻
末
に
は
次
の
よ
う
な
四
段
階
に
わ
た
る
奥
書
が
あ
る
。

〔
１
〕
右
菅
家
須（

マ
マ
）記

一
巻
近
頃
金
澤
文
庫
よ
り
出
し
を

　
　

 

つ
た
へ
う
つ
し
ぬ
文
字
を
不
填
其
侭
也
（
こ
こ
ま
で
朱
、
以
下
は
墨
）

〔
２
〕
享
保
戊
申
之
仲
夏
廿
九
日
借
高
森
氏
蔵
本
所

　
　

 

謄
写
了　
　
　
　
　
　
　
　

 　

埴
鈴
家
蔵

〔
３
〕
享
保
乙
卯
四
月
廿
一
日
借
谷
川
氏
本
書
寫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

奚
疑
斎

〔
４
〕 

奚
疑
主
人
携
ヘ
二
此
ノ
聖
文
ヲ
一
來
テ
而
請
フ
二
朱
ヲ
於
余
ニ
一
勘カ

ン
カ

ヘ
二
之
ヲ
於

　
　
　

定
本
ニ
一
或
ハ
加
ヘ
テ
二
之
ニ
案
ヲ
一
還
ス
ト
云　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
塘

　
〔
１
〕
は
お
そ
ら
く
「
加
賀
本
」
の
奥
書
で
、「
金
澤
文
庫
」
と
い
う
の
は
金

沢
の
文
庫
の
意
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、〔
２
〕〔
３
〕
が
筑
前
本
系
統
の
奥
書
と

い
う
こ
と
に
な
る
。〔
２
〕
は
、
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
五
月
、
高
森
氏
の
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七

蔵
本
を
埴
鈴
氏
が
借
り
写
し
た
と
い
う
内
容
の
奥
書
、〔
３
〕
は
、
そ
の
七
年
後

の
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
四
月
に
谷
川
氏
の
本
（
谷
川
士こ

と
す
が清
〈
一
七
〇
九

－

一
七
七
六
、
号
淡
斎
〉
所
持
本
か
）
を
借
り
て
写
し
た
と
い
う
奚
疑
斎
（
沢
田
一
斎
）

の
奥
書
。
そ
し
て
、〔
４
〕
が
春
塘
す
な
わ
ち
多
田
義
俊
の
奥
書
で
あ
る
。
奚

疑
主
人
が
こ
の
書
を
携
え
来
て
、
自
分
に
朱
を
入
れ
る
こ
と
を
請
う
た
。
そ
こ

で
、
こ
の
本
を
定
本
に
し
て
本
文
を
検
討
し
、
あ
る
い
は
注
記
を
も
加
え
て
返

し
た
と
い
う
よ
う
な
内
容
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
義
俊
が
『
菅
家
須
磨
記
』
を
書
写
・
校
合
し
た
の
は
奚
疑

斎
の
依
頼
に
答
え
た
も
の
で
、
享
保
二
十
年
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

大
阪
天
満
宮
蔵
Ｂ
本
に
も
奚
疑
斎
奥
書
が
あ
り
、巻
首
に
は
「
奚
疑
斎
蔵
書
」

の
朱
印
も
あ
る
か
ら
、
一
斎
に
よ
る
書
写
本
で
あ
る
。
次
の
二
段
階
の
奥
書
が

あ
る
。

〔
Ａ
〕
此
一
書
加
州
金
沢
川
嶋
氏
よ
り
至
來
し
て

　
　

 

う
つ
し
了
ぬ
尤
殊
勝
之
御
記
也
朱
字
傍
注
―（
朱
）
義

〔
Ｂ
〕
右
須
磨
記
一
帖
借
速
水
氏
蔵
本
書
寫
一
校
畢

　
　

 

寛
保
紀
年
季
秋　
　
　
　
　
　
　
　

奚
疑
齋

　
〔
Ａ
〕
は
Ⅱ
形
の
義
知
奥
書
で
あ
る
。〔
Ｂ
〕
は
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
八

月
に
速
水
氏
の
蔵
本
を
借
り
て
写
し
た
と
い
う
奚
疑
斎
の
奥
書
で
あ
る
。「
速

水
氏
」と
は
義
知
の
門
人
で
あ
る
速
水
房
常（
一
七
〇
〇

－

一
七
六
九
）で
あ
ろ
う
。

名
古
屋
大
学
皇
学
館
文
庫
蔵
本
も
、
速
水
房
常
書
写
本
か
ら
出
た
転
写
本
で
あ

り
、
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
七
月
の
房
常
奥
書
が
あ
る
。
同
本
に
も
Ⅱ
形

の
義
知
奥
書
が
あ
る
か
ら
、
も
と
は
奚
疑
斎
が
借
り
て
写
し
た
の
と
同
じ
本

で
あ
る
。

　

奚
疑
斎
は
享
保
末
年
か
ら
元
文
の
頃
、『
菅
家
須
磨
記
』
を
入
手
し
て
い
た

く
興
味
を
抱
き
、
義
俊
に
校
勘
・
付
注
を
依
頼
し
た
。
奚
疑
斎
は
京
都
の
著
名

な
書
肆
風
月
堂
の
主
人
風
月
庄
左
衛
門
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
将
来
の
上
梓

を
も
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
後
、
寛
保
元
年
に
房
常
の

本
を
借
り
て
書
写
し
た
の
も
同
書
に
対
す
る
関
心
が
薄
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
奚
疑
斎
が
義
俊
の
も
と
に
持
ち
込
ん
だ
本
に
は
義
知
の
奥
書
が
な
く
、

房
常
蔵
本
を
写
し
た
本
に
は
あ
る
こ
と
に
関
し
て
、
中
村
幸
彦
氏
は
次
の
よ
う

に
言
わ
れ
る
。

　
　

 『
須
磨
記
』
に
義
知
奥
書
の
有
無
二
種
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
内
、
無

い
方
が
早
い
と
す
る
の
が
常
識
で
あ
ろ
う
。
こ
の
種
の
奥
書
の
信
用
度
は

低
い
け
れ
ど
も
、
義
知
の
歿
年
享
保
二
十
年
に
、
一
斎
が
見
た
本
に
奥
書

が
な
く
、
寛
保
元
年
同
人
の
写
本
に
は
存
す
る
。
こ
の
奥
書
は
義
知
歿
後

に
加
え
た
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
い
た
ず
ら
を
す
る
の
は
誰
だ
ろ
う
。
多
田

南
嶺
が
先
ず
頭
に
浮
か
ぶ
。
こ
の
門
人
は
、
師
の
花
押
の
真
似
も
で
き
よ

う
し
、
記
述
の
如
く
義
知
と
金
沢
人
と
の
関
係
も
知
っ
て
い
た
。
し
か
も

早
く
か
ら
こ
の
本
に
関
係
す
る
南
嶺
の
仕
業
と
見
て
間
違
は
な
か
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
中
村
氏
は
、
多
田
義
俊
を
『
菅
家
須
磨
記
』
の
偽
作
者
と
認
定
さ

れ
る
。

　
　

 
私
は
一
応
こ
の
本
は
多
田
南
嶺
が
作
っ
た
偽
書
で
あ
る
と
定
め
た
い
。
そ

れ
を
そ
の
内
実
を
知
っ
て
い
る
淡
斎
や
一
斎
ら
が
、
面
白
が
っ
て
写
し
た
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八

り
（
そ
の
間
に
架
空
の
奥
書
を
彼
ら
も
試
み
る
程
の
洒
落
気
を
、
二
人
と
も
持
合
せ
て

い
た
と
思
う
）、
更
に
は
南
嶺
に
す
す
め
て
注
を
加
え
さ
せ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

　

さ
ら
に
、

　
　

 

偽
り
の
引
用
書
を
使
っ
た
南
嶺
で
は
あ
る
が
、
こ
の
書
は
「
偽
書
」
と
し

て
著
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
。
菅
公
に
擬
し
て
作
っ
た
一
種
の
弄
文
で

あ
っ
て
、
広
く
世
に
流
布
さ
せ
る
よ
り
は
、
限
ら
れ
た
同
好
の
知
人
に
の

み
示
す
べ
く
執
筆
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
一
斎
や
淡
斎
ら
は
、
南
嶺

が
読
者
と
し
て
限
っ
た
範
囲
の
人
で
あ
っ
た
。
義
知
と
か
金
沢
と
か
の
意

味
す
る
処
も
直
ち
に
解
し
、
弄
文
と
し
て
は
面
白
い
と
思
う
。
前
田
侯
が

見
出
し
て
清

（
マ
マ
）

原
家
へ
送
る
話
に
も
一
笑
す
る
。
似
合
っ
た
注
に
、
た
と
え

偽
書
の
引
用
が
あ
っ
た
と
て
、
そ
れ
も
興
を
加
え
る
種
で
あ
る
。
私
は
か

か
る
作
品
を
、
偽
書
と
称
さ
ず
に
、
擬
作
と
で
も
呼
ん
で
区
別
す
べ
き
こ

と
を
提
唱
す
る
。
近
世
や
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
中
世
の
社
会
、
文
壇
の
如
く
、

文
学
作
品
を
め
ぐ
る
作
家
と
鑑
賞
者
の
交
渉
す
る
場
の
狭
く
限
ら
れ
た
場

合
、
そ
の
上
に
文
壇
に
伝
統
的
な
気
分
の
続
い
て
い
る
時
代
に
は
、
こ
の

種
の
擬
作
が
出
現
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
し
た
も
の
を
、
本
居

宣
長
や
以
来
の
学
者
が
下
し
て
来
た
よ
う
に
偽
書
の
一
語
を
も
っ
て
、
ほ

ふ
り
去
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
れ
を
擬
作
と
し
て
鑑
賞
す
る
の
が
、
文
学

史
の
学
的
に
あ
る
べ
き
姿
勢
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

と
、
独
自
の
「
擬
作
論
」
を
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
す
が
は
一
代
の
碩
学

の
論
で
、
読
む
者
を
う
な
ら
せ
る
力
が
あ
る
が
、
や
は
り
私
に
は
『
菅
家
須
磨

記
』
を
壺
井
義
知
の
没
後
に
多
田
義
俊
が
「
擬
作
」
し
た
も
の
と
考
え
る
の
は

い
さ
さ
か
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
つ
に
は
、
義
知
自
筆
の
写
本
が
内
閣
文
庫
蔵
Ｂ
本
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ

と
。
同
本
の
奥
書
に
は
「
壺
井
義
知
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
の
で
、
義
知
自

筆
を
疑
う
の
は
難
し
か
ろ
う
と
思
わ
れ
、
義
知
の
生
前
に
『
菅
家
須
磨
記
』
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
。
二
つ
に
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
義
知
の

奥
書
に
は
い
く
つ
も
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
て
、
義
知
は
再
三
に
わ
た
っ
て
『
菅

家
須
磨
記
』
を
書
写
し
て
い
た
こ
と
。
こ
れ
は
門
人
や
知
人
に
貸
し
た
り
分
け

与
え
る
た
め
と
考
え
ら
れ
、
義
知
に
は
こ
の
書
を
世
に
広
め
よ
う
と
す
る
意
志

が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
三
つ
に
は
、
義
知
が
没
す
る
享
保
二
十
年

（
一
七
三
五
）
よ
り
も
数
年
前
の
同
十
三
年
（
一
七
二
八
）
頃
か
ら
『
菅
家
須
磨
記
』

は
盛
ん
に
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
諸
伝
本
の
奥
書
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
。
さ

ら
に
、
四
つ
に
は
、
義
知
の
奥
書
を
持
た
な
い
本
に
は
、
振
り
漢
字
や
読
点
、

傍
注
な
ど
を
い
っ
さ
い
持
た
な
い
本
が
い
く
つ
も
存
在
す
る
こ
と
。

中
村
氏
は
、「
平
仮
名
の
多
い
古
語
に
漢
字
を
当
て
た
そ
の
漢
字
を
附
し
た
写

本
は
、
頗
る
多
い
。
漢
字
の
方
は
、
若
干
省
略
し
た
り
不
注
意
で
落
し
た
も
の

も
あ
る
が
、
全
写
本
に
及
ん
で
い
る
の
か
と
思
わ
れ
る
程
で
あ
る
」
と
言
わ
れ

る
の
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
筑
波
大
学
蔵
Ｂ
本
、
神
宮
文
庫
蔵
Ｄ
本

（
清
渚
集
本
）、
陽
明
文
庫
蔵
本
な
ど
、
私
が
確
認
し
た
だ
け
で
も
振
り
漢
字
も
傍

注
も
な
い
本
が
数
本
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　

中
村
氏
は
、
多
田
義
俊
は
「
言
の
信
用
で
き
な
い
人
で
あ
る

）
16
（

」
と
言
わ
れ
て

お
り
、
奥
書
の
記
述
な
ど
も
疑
っ
て
か
か
る
の
が
当
然
と
い
う
姿
勢
な
の
で
あ
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九

る
が
、
私
は
、
義
俊
の
奥
書
も
義
知
の
奥
書
も
極
力
信
用
す
る
立
場
に
立
っ
て
、

以
下
に
『
菅
家
須
磨
記
』
の
成
立
と
伝
来
に
関
す
る
憶
測
を
述
べ
て
み
た
い
と

思
う
。

四　

加
賀
藩
主
前
田
家
と
『
菅
家
須
磨
記
』

　

ま
ず
、
壺
井
義
知
の
奥
書
を
信
じ
る
と
す
る
と
、『
菅
家
須
磨
記
』
は
、
金

沢
の「
川
嶋
氏
」か
ら
義
知
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
川
嶋
氏
」

が
金
沢
の
町
人
学
者
河
島
正
卿
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
義
知
の
金
沢
と
の
ゆ
か

り
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
金
沢
に
存
在
し
て
い
た
『
菅
家
須
磨
記
』
は
、
当

地
の
知
己
の
も
と
か
ら
故
実
家
と
し
て
著
名
な
義
知
の
目
に
触
れ
さ
せ
る
べ
く

送
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
『
菅
家
須
磨
記
』
が
金
沢
に
存
在
し
た
の
は
、
ど
う
や
ら
偶
然
で
は
な
い
。

多
田
義
俊
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
加
賀
侯
某
卿
」
な
い
し
「
加
賀
参
議

某
卿
」
が
金
沢
に
お
い
て
一
本
を
入
手
し
、
そ
の
写
本
を
道
真
の
子
孫
で
あ
る

京
都
の
菅
原
氏
六
家
に
贈
っ
た
の
だ
と
い
う
。「
加
賀
侯
某
卿
」「
加
賀
参
議
某

卿
」
に
つ
い
て
は
、
中
村
氏
が
、「
参
議
と
は
、
四
位
以
上
の
人
の
な
る
も
の
、

よ
っ
て
加
賀
参
議
と
は
、
加
賀
宰
相
と
も
称
さ
れ
た
藩
主
代
々
の
前
田
氏
の
外

は
な
い
」
と
言
わ
れ
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
金
沢
藩
主
の
前
田
家
は
本
姓
菅
原
氏

で
、
道
真
の
流
れ
を
汲
む
か
ら
、
左
遷
前
後
の
道
真
の
心
境
や
周
囲
の
人
々
の

動
向
を
克
明
に
記
し
た
『
菅
家
須
磨
記
』
に
は
い
た
く
感
動
し
、
自
家
は
も
と

よ
り
菅
原
氏
各
家
に
は
必
備
の
書
だ
と
考
え
た
と
い
う
こ
と
は
い
か
に
も
あ
り

得
る
話
で
あ
る
。

　

も
し
こ
の
記
述
が
事
実
で
あ
る
と
す
る
と
、
菅
原
各
家
に
写
本
を
贈
っ
た
加

賀
藩
主
と
い
う
の
は
い
っ
た
い
誰
で
あ
ろ
う
か
。

　

お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
五
代
藩
主
松
雲
公
前
田
綱
紀
（
一
六
四
三

－

一
七
二
四
）

以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
綱
紀
の
書
物
へ
の
高
い
関
心
は
夙
に
著

名
で
、
尊
経
閣
文
庫
の
基
礎
を
築
い
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
金
沢
藩

に
は
書
物
奉
行
が
置
か
れ
、
和
漢
の
書
物
を
購
入
・
書
写
し
、
蒐
集
に
つ
と
め

た
た
め
、
新
井
白
石
に
「
加
州
は
天
下
の
書
府
な
り
」
と
う
ら
や
ま
れ
た
と
言

う
）
17
（

。
先
祖
道
真
の
著
作
に
対
す
る
関
心
は
も
と
よ
り
高
く
、『
菅
家
文
草
』『
菅

家
後
集
』
の
善
本
蒐
集
と
本
文
校
訂
を
藩
の
事
業
と
し
て
行
っ
た
さ
ま
は
、
川

口
久
雄
氏
の
研
究

）
18
（

に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
綱
紀
は
、「
文
草
の
校
訂
事

業
を
進
め
る
と
と
も
に
抄
出
佳
作
選
と
い
っ
た
も
の
を
編
纂
し
た
」
と
言
い
、

ま
た
道
真
に
関
す
る
書
物
の
蒐
集
に
も
力
を
尽
く
し
、
元
禄
初
年
の
頃
に
は
、

「
天
下
に
道
真
の
遺
書
を
博
捜
し
た
」
と
言
う
。
そ
ん
な
中
で
、『
菅
家
須
磨
記
』

を
発
見
し
た
な
ら
ば
、
綱
紀
は
大
い
に
喜
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、前
田
家
伝
来
の
『
菅
家
須
磨
記
』
が
存
在
す
る
の
か
と
い
う
と
、

現
在
の
尊
経
閣
文
庫
に
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、

も
と
尊
経
閣
蔵
書
で
、
現
在
は
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
の
所
蔵
に
な
る
加
越
能

文
庫
に
二
本
が
存
在
す
る
。

　

一
本
は
、
明
治
時
代
に
森
田
平
次
（
良
見
）
が
編
纂
・
書
写
し
た
「
松
雲
公

採
集
遺
編
類
纂
」
百
九
十
冊
の
内
の
、「
詞
花
部
」
第
一
七
五
冊
の
巻
頭
に
収

め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。『
加
越
能
文
庫
解
説
目
録
』
上
巻
（
昭
和
50
年

金
沢
市
立
図
書
館
）
に
は
、「
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
」
に
つ
い
て
、
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十

　
　

 

５
代
藩
主
前
田
綱
紀
（
松
雲
公
）
は
、
古
人
の
著
書
や
多
く
の
資
料
を
採

集
し
秘
笈
叢
書
と
称
し
た
が
、
明
治
初
年
そ
の
多
く
を
散
逸
し
遺
さ
れ
た

も
の
を
平
次
が
朝
廷
、
神
社
、
寺
院
、
地
理
、
記
録
、
書
籍
、
古
文
書
、

碑
文
、
系
譜
、
軍
事
、
教
訓
、
衛
生
、
楽
譜
、
詞
花
、
詩
歌
、
雑
の
16
に

類
別
し
た
。

と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
扉
題
に
「
須
磨
記 

俗
傳
云 

菅
公
之
御
作
云
々
」
と
あ
り
、
本

文
は
一
面
八
行
書
き
、
全
十
六
丁
か
ら
成
る
。
奥
書
や
識
語
は
な
く
、
本
文
中

の
傍
書
や
加
点
、
行
間
注
や
欄
外
の
書
き
入
れ
等
も
い
っ
さ
い
な
い
。

　

こ
の
本
の
存
在
に
よ
り
、綱
紀
が
蒐
集
し
た
書
物
群
の
中
に
『
菅
家
須
磨
記
』

が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
傍
記
・
振
り
漢
字
等
が
全
く
な
い
こ
と
か
ら
、

壺
井
義
知
や
多
田
義
俊
に
よ
り
付
注
・
校
合
が
行
わ
れ
る
以
前
の
形
態
を
遺
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
本
の
写
し
が
金
沢
の
河
島
正
卿
の
手
に
渡
り
、
そ

れ
が
義
知
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
事
情
が
推
定
さ
れ
る
。
義
俊
の
記

す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
本
を
入
手
し
た
綱
紀
は
感
動
し
て
写
本
を
菅
原
各

家
に
贈
っ
た
と
い
う
の
だ
が
、
扉
題
に
「
俗
傳
云　

菅
公
之
御
作
云
々
」
と
添

え
書
き
が
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
綱
紀
は
『
菅
家
須
磨
記
』
を
道
真
自
作
と

す
る
の
は
「
俗
傳
」
に
過
ぎ
な
い
と
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
、
道
真
自
作
を
信

じ
て
菅
原
一
族
必
備
の
書
と
考
え
た
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。
ど
う
や
ら
義
俊

の
言
に
は
多
分
に
潤
色
な
い
し
は
誇
張
が
含
ま
れ
て
い
る
ら
し
い
。

　

前
田
綱
紀
は
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
五
月
九
日
に
江
戸
で
没
し
た
。
享
年

八
十
二
。
綱
紀
の
蒐
集
し
た
書
物
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
菅
家

須
磨
記
』
成
立
の
下
限
は
享
保
九
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
る
。

　

加
越
能
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
も
う
一
本
は
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
金
沢

藩
士
富
田
景
周
（
一
七
四
六

－

一
八
二
八
）
が
作
成
し
た
校
訂
本
と
で
も
言
う
べ

き
本
で
あ
る
。
外
題
・
巻
首
題
と
も「
菅
公
須
磨
記
」と
あ
る
。
墨
付
十
一
丁
。

巻
尾
に
次
の
よ
う
な
や
や
長
文
の
奥
書
が
あ
る
。

　
　
　

右
須
磨
記
ハ
古
言
今
言
雑
糅
千
と
せ
ち
か
く

　
　
　

あ
か
り
た
る
代
の
筆
法
に
は
真
贋
狐
疑
す
る
も
の

　
　
　

指
を
倒
す
に
い
と
ま
あ
ら
す
と
い
へ
と
も
又
後
の

　
　
　

人
の
手
に
ま
た
く
な
れ
る
と
も
お
も
ほ
え
す
さ
れ
は

　
　
　

雞
肋
の
書
な
ん
め
り

　
　

菅
公
の
聖
作
と
か
り
に
も
世
に
い
ふ
な
れ
は
あ
か

　
　

君
の

　
　

祖
神
の
も
の
し
給
ふ
こ
ゝ
ろ
さ
へ
な
け
に
も
見
過

　
　
　

か
た
く
数
本
を
挍
し
て
誤
り
を
正
し
句
讀
を
加
へ

　
　
　

ま
ゝ
亦
か
た
は
ら
に
か
た
は
か
り
顕
註
を
副
へ
家
に

　
　
　

か
く
し
ぬ
し
か
れ
と
も
猶
文
義
の
わ
い
た
め
か
た
き

　
　
　

と
こ
ろ
十
に
五
六
に
渉
れ
り
や
つ
か
れ
區
々

　
　
　

耳
観
の
學
こ
と
に
老
て
精
を
究
め
慮
を
竭
し

　
　
　

ま
た
く
考
索
に
日
子
を
費
す
る
を
得
す
幸
ひ
に

　
　
　

今
や
京
師
諸
國
好
古
の
学
さ
か
む
な
れ
は
他
日
必

　
　
　

つ
は
ら
な
る
名
家
完
解
の
善
本
出
へ
し
こ
ゝ
ろ

　
　
　

あ
ら
む
人
は
そ
れ
を
待
て
と
り
定
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
な
ら
ん
の
み
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十
一

　
　
　
　

文
化
酉
の
菊
月
中
の
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　

 

痴
龍
翁
富
田
景
周
識

　

文
化
十
年
と
言
え
ば
、『
菅
家
須
磨
記
』
は
版
本
を
含
め
て
相
当
世
に
出
回
っ

て
い
た
頃
で
あ
る
。
景
周
は
数
本
を
校
合
し
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
本
を
見
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。「
雞
肋
の
書
」（
た
い
し
た
価
値
は

な
い
が
捨
て
る
に
は
忍
び
な
い
書
物
）
と
言
い
な
が
ら
、
割
に
熱
心
に
校
合
作
業
を

行
っ
て
い
る
の
は
、
主
君
前
田
家
の
祖
先
た
る
道
真
の
著
作
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
肝
心
の
綱
紀
蒐
集
の
本
を
見
た
形
跡
が
な
い
の
は
不
思

議
な
こ
と
で
あ
る
。
も
し
見
て
い
れ
ば
奥
書
に
何
ら
か
の
言
及
が
あ
る
は
ず
な

の
に
、
そ
れ
が
な
い
の
は
見
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
前
田
家

内
に
お
い
て
も
『
菅
家
須
磨
記
』
が
さ
ほ
ど
重
要
な
書
物
と
見
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
同
書
が
道
真
の
自
記
な
ど
で

は
な
く
、
明
ら
か
な
偽
書
と
認
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

一
方
で
、
世
に
流
布
し
て
い
る
『
菅
家
須
磨
記
』
の
伝
本
に
は
、
義
知
奥
書

の
本
に
「
尤
殊
勝
之
御
記
也
」
と
か
「
讀
者
盥
漱
而
可
拝
見
也
」
な
ど
と
あ
り
、

義
俊
奥
書
に
も
「
感
恨
不
レ
少
矣
」
と
書
か
れ
、
蓬
左
文
庫
蔵
Ａ
本
や
東
海
大

学
蔵
桃
園
文
庫
Ｃ
本
に
至
っ
て
は
、「
尤
珍
敷
御
作
な
り
ふ
か
く
仰
き
あ
さ
は

か
に
他
見
あ
る
へ
か
ら
す
あ
な
か
し
こ
」
な
ど
と
記
す
よ
う
な
、
道
真
自
記
と

し
て
珍
重
賞
翫
す
る
姿
勢
と
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
前
田
藩
に
お
け
る
本

書
に
対
す
る
冷
め
た
扱
い
は
、
む
し
ろ
不
自
然
な
感
が
あ
る
。

　

そ
し
て
そ
の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
松
雲
公
綱
紀
が
『
菅
家
須
磨
記
』
を
珍
重

す
べ
き
書
と
し
て
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

五　
『
菅
家
須
磨
記
』
の
成
立
に
関
す
る
憶
説

　

さ
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
菅
家
須
磨
記
』
は
享
保
十
三
年
頃
か
ら
盛

ん
に
書
写
さ
れ
て
世
に
広
ま
っ
た
。
金
沢
の
河
島
正
卿
か
ら
壺
井
義
知
の
と
こ

ろ
に
『
菅
家
須
磨
記
』
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
い
つ
の
こ
と
か
定
か
で
は
な
い

が
、
お
そ
ら
く
享
保
十
三
年
を
さ
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
同
書
は
、
松
雲
公
綱
紀
が
死
去
し
て
か
ら
時
を
お
か
ず
に
金

沢
か
ら
世
に
出
た
書
物
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
っ
た
く
の
憶
測
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
筆
者
に
は
ど
う
も
『
菅
家
須
磨
記
』

の
成
立
に
は
前
田
綱
紀
が
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

綱
紀
は
早
世
し
た
父
か
ら
三
歳
で
家
督
を
相
続
し
、
祖
父
の
後
見
を
受
け
な

が
ら
も
藩
主
と
な
り
、
そ
の
治
政
は
七
十
九
年
間
に
及
ん
だ
が
、
享
保
八
年

（
一
七
二
三
）
五
月
九
日
、
八
十
一
歳
の
時
に
嫡
子
吉
治
（
の
ち
の
吉
徳
）
に
家
督

を
譲
っ
て
隠
居
し
た
。
翌
年
五
月
九
日
に
亡
く
な
る
ま
で
隠
居
生
活
は
ち
ょ
う

ど
一
年
で
あ
っ
た
。
病
ゆ
え
の
退
老
で
あ
っ
た
が
、隠
居
後
も
比
較
的
元
気
で
、

「
老
衰
病
で
あ
っ
た
か
ら
死
に
の
ぞ
ん
で
老
臣
を
引
見
し
、
ま
た
吉
徳
を
招
い

て
遺
言
を
与
え
、
自
緘
の
長
櫃
三
箇
を
授
け
る
な
ど
、
最
後
ま
で
綱
紀
ら
し
く

行
届
い
た
も
の
で
あ
っ
た

）
19
（

」
と
言
う
。

　

こ
の
隠
居
中
、
綱
紀
が
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い

が
、
長
年
の
政
務
か
ら
解
放
さ
れ
、
老
病
を
養
い
つ
つ
も
、
書
物
に
親
し
み
な

が
ら
穏
や
か
に
過
ご
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
ん
な
中
で
、
ふ
と
遠
祖
菅
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十
二

原
道
真
の
不
遇
な
生
涯
に
思
い
を
馳
せ
、
消
閑
の
手
す
さ
び
に
菅
公
左
遷
前
後

の
様
子
を
ま
る
で
見
て
き
た
よ
う
に
綴
る
文
章
を
も
の
し
て
み
た
と
い
う
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
も
と
も
と
は
太
宰
府
ま
で
の

左
遷
の
旅
の
行
程
を
克
明
に
綴
り
、
配
所
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
心
境
に
ま
で
及

ぶ
つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
が
、
須
磨
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
後
が
続
か
な
く
な
り
、

止
め
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
須
磨
で
、
孫
の
か
り
や
姫
を
都

に
送
り
返
し
た
と
こ
ろ
で
、「
さ
だ
め
な
き
身
、
再
び
の
対
面
、
は
か
り
難
さ
、

書
き
つ
け
ぬ
べ
き
に
、
筆
短
け
れ
ば
洩
ら
し
ぬ

）
20
（

」
と
記
し
て
、
や
や
唐
突
に
終

わ
る
と
こ
ろ
は
、
途
中
で
投
げ
出
し
た
感
が
否
め
な
い
。
こ
と
さ
ら
古
め
か
し

い
言
葉
遣
い
を
多
用
し
て
、
道
真
の
自
記
め
か
し
て
書
き
進
め
て
き
た
が
、
疲

れ
て
後
を
続
け
る
気
が
し
な
く
な
っ
た
た
め
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
は

な
い
か
。
そ
れ
も
気
楽
な
手
す
さ
び
故
で
あ
る
。

　

綱
紀
は
こ
の
完
成
し
た
と
も
未
完
成
と
も
つ
か
な
い
小
品
を
、
公
表
す
る
意

思
も
な
く
筐
底
に
秘
し
て
い
た
の
だ
が
、
没
後
に
遺
品
整
理
の
過
程
で
見
出
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
江
戸
で
書
か
れ
、
金
沢
の
地
で
発
見
さ
れ
た
こ
の

作
品
は
、
河
島
正
卿
を
通
じ
て
京
都
の
壺
井
義
知
の
も
と
に
送
ら
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
世
に
広
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
義
知
は
、
旧
知
の
河
島
正
卿
か
ら

こ
の
作
品
を
受
け
取
っ
た
時
、
出
所
に
つ
い
て
粗
々
知
ら
さ
れ
た
は
ず
で
、
偽

書
で
あ
る
こ
と
は
百
も
承
知
の
上
で
興
味
を
惹
か
れ
、
振
り
漢
字
や
傍
注
を
施

し
た
本
を
作
っ
て
、
弟
子
や
知
人
を
通
し
て
世
に
流
布
せ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う

と
思
う
。
弟
子
の
一
人
で
あ
っ
た
多
田
義
俊
も
、
こ
の
怪
し
げ
な
作
品
を
面
白

く
思
っ
て
、
加
賀
侯
が
見
出
し
て
菅
原
各
家
に
写
本
を
寄
贈
し
た
と
い
う
よ
う

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
創
作
し
て
書
き
付
け
た
り
し
た
。
そ
ん
な
事
情
を
想
像
し
て

み
る

）
21
（

。

お
わ
り
に

　
『
菅
家
須
磨
記
』
の
流
布
に
貢
献
し
た
人
物
と
し
て
、
壺
井
義
知
と
多
田
義
俊

が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
偽
作
者
の
候
補
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
追
究
し
て

い
る
う
ち
に
、
加
賀
藩
主
松
雲
公
前
田
綱
紀
偽
作
説
に
ま
で
行
き
着
い
て
し

ま
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
る
は
ず
が
な
い
と
の
批
判
も
あ
ろ
う
と
思
う
が
、

文
武
両
道
に
秀
で
、
菅
公
の
詩
作
品
の
研
究
の
み
な
ら
ず
、『
う
つ
ほ
物
語
』

の
研
究
を
も
手
が
け
た
と
い
う

）
22
（

綱
紀
で
あ
れ
ば
、
そ
の
く
ら
い
の
手
す
さ
び
の

文
筆
能
力
は
十
分
に
備
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。「
菅
公
に
擬
し
て
作
っ
た
一

種
の
弄
文
で
あ
っ
て
、
広
く
世
に
流
布
さ
せ
る
よ
り
は
、
限
ら
れ
た
同
好
の
知

人
に
の
み
示
す
べ
く
執
筆
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
言
わ
れ
た
中
村
氏

の
見
解
は
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
が
、
あ
る
い
は
同
好
の
知
人
ど
こ
ろ
か
自
分
で

楽
し
む
た
め
だ
け
に
書
か
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
と
思
う
。
そ
し
て
、
中
村
氏

が
作
者
に
擬
さ
れ
た
義
俊
や
義
知
は
、
む
し
ろ
意
図
し
て
こ
の
作
品
を
世
に
広

め
よ
う
と
し
た
の
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
1
）
引
用
は
、
吉
川
幸
次
郎
・
佐
竹
昭
広
・
日
野
龍
夫
校
注
、
日
本
思
想
大

系
『
本
居
宣
長
』（
昭
和
53
年　

岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
2
）
引
用
は
、
架
蔵
の
版
本
（
河
内
屋
源
七
郎
板　

刊
年
不
明
）
に
よ
る
。



広島大学大学院文学研究科論集　第70巻27

十
三

（
３
）
引
用
は
、
岩
田
友
靕
著
『
菅
公
遺
著 

須
磨
記
』（
明
治
35
年　

菅
公
須
磨
記

発
行
所
）に
よ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
電
子
図
書
館
」「
近

代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
を
使
用
し

た
。

（
４
）
た
と
え
ば
、佐
村
八
郎
著
『
訂増
国
書
解
題
』（
大
正
15
年　

六
合
館
）
に
は
、

「
須
磨
記
本写
一
巻
」
と
し
て
、「
菅
原
道
真
左
遷
の
時
、
京
都
よ
り
須
磨
浦
に

至
り
し
道
の
記
な
り
。
さ
れ
ど
菅
公
の
作
な
ら
ざ
る
事
は
幾
多
の
先
輩
既
に

論
ぜ
り
。
本
居
宣
長
も
『
玉
勝
間
』
に
、「
須
磨
記
と
い
ふ
も
の
な
ど
は
、や
ゝ

世
に
ひ
ろ
ご
り
て
、
誰
れ
も
ま
こ
と
と
思
ひ
た
め
る
、
こ
れ
は
た
い
み
じ
き

偽
書
な
る
を
や
」
云
云
と
い
ふ
。
明
和
八
年
辛
卯
〔
二
四
三
一
〕
の
奥
書
あ

り
」
と
記
す
。

（
５
）
津
本
信
博
編
著
『
近
世
紀
行
日
記
文
学
集
成
』
一
（
平
成
５
年　

早
稲

田
大
学
出
版
部
）「
解
題
」。

（
６
）
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
『
菅
家
須
磨
記
』
の
伝
本
の
呼
称
は
、
拙
稿
「『
菅
家

須
磨
記
』の
基
礎
的
研
究
・
序
説
―
諸
伝
本
と
そ
の
奥
書
に
つ
い
て〈
付
・
架
蔵
本
翻
刻
〉
―
」

『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第
67
巻
（
平
成
19
年
12
月
）
に
掲

げ
た
伝
本
名
を
用
い
た
。

（
７
）
注（
５
）
に
同
じ
。

（
８
）
傍
書
の
「
川
嶋
氏
」
は
本
行
と
同
筆
と
見
ら
れ
る
。
い
っ
た
ん
「
或
人
」

と
ぼ
か
し
て
書
い
た
も
の
の
、
後
で
気
が
変
わ
っ
て
実
名
を
記
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
後
の
Ⅰ
・
Ⅱ
の
パ
タ
ー
ン
よ
り
は
古
い
形
の
奥
書
と

考
え
ら
れ
る
。

（
９
）
引
用
は
、『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
（
平
成
６
年
新
装
版　

吉
川
弘
文
館
）

に
よ
る
。

（
10
）
竹
内
誠
・
深
井
雅
海
編
『
日
本
近
世
人
名
辞
典
』（
平
成
17
年　

吉
川
弘

文
館
）
の
「
壺
井
義
知
」
の
項
（
鈴
木
真
弓
執
筆
）。

（
11
）
日
置
謙
著
『
改
訂
増
補
加
越
能
郷
土
辞
彙
』（
昭
和
31
年　

北
国
新
聞
社
）

に
よ
れ
ば
、「
カ
ハ
シ
マ
マ
サ
ノ
リ
」
と
読
ん
で
い
る
。

（
12
）
中
村
幸
彦
「
擬
作
論
」『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
十
四
巻
「
書
誌
聚
談
」（
昭

和
58
年　

中
央
公
論
社
）
所
収
。
初
出
は
、
今
井
源
衛
教
授
退
官
記
念
文
学

論
叢
刊
行
会
編
集
『
今
井
源
衛
教
授
退
官
記
念
文
学
論
叢
』（
昭
和
57
年

九
州
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
）。
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、

中
村
氏
の
説
は
同
論
文
に
よ
る
。

（
13
）
引
用
は
、
富
田
景
周
編
『
燕
台
風
雅
』
四
（
大
正
４
年　

観
文
堂
〈
創

業
七
十
周
年
記
念
出
版
〉）
に
よ
る
。

（
14
）『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
四
巻
（
昭
和
59
年　

岩
波
書
店
）
の
「
多

田
南
嶺
」
の
項
（
中
村
幸
彦
執
筆
）。

（
15
）
大
阪
天
満
宮
蔵
の
二
本
で
は
、
巻
頭
の
見
返
や
扉
に
記
さ
れ
て
い
る
の

で
奥
書
と
は
言
え
な
い
。
識
語
と
言
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
本
稿
で
は

便
宜
上
「
奥
書
」
と
呼
ぶ
。
後
掲
の
よ
う
に
、Ｄ
本
の
記
事
は
他
と
異
な
り
、

末
尾
が
や
や
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）
注（
10
）
掲
出
書
の
「
多
田
義
俊
」
の
項
。

（
17
）
若
林
喜
三
郎
著
、人
物
叢
書
『
前
田
綱
紀
』（
昭
和
36
年　

吉
川
弘
文
館
）。

（
18
）
川
口
久
雄
校
注
、
日
本
古
典
文
学
大
系
72
『
菅
家
文
草 

菅
家
後
集
』（
昭
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十
四

和
41
年　

岩
波
書
店
）「
解
説
」。

（
19
）
注（
17
）
に
同
じ
。

（
20
）『
菅
家
須
磨
記
』
の
引
用
は
、千
本
英
史
責
任
編
集
『
日
本
古
典
偽
書
叢
刊
』

第
二
巻
（
平
成
16
年　

現
代
思
潮
新
社
）
に
よ
る
。

（
21
）
そ
う
い
う
意
味
で
、
神
宮
文
庫
蔵
Ｄ
本
（「
清
渚
集
」
所
収
本
）
に
見
え

る
編
者
中
川
経つ

ね
た
だ雅
の
識
語
に
、「
こ
の
須
磨
の
記
と
い
へ
る
は
菅
家
の
し
る

し
給
ふ
け
る
よ
し
に
て
、
加
賀
国
川
嶋
の
何
か
し
か
も
た
り
け
る
を
、
壺
井

義
知
こ
れ
を
う
つ
し
、
又
多
田
義
俊
か
う
つ
し
と
り
け
る
と
て
世
に
ひ
ろ
こ

れ
り
」（
句
読
点
は
引
用
者
）
と
記
す
の
は
『
菅
家
須
磨
記
』
の
初
期
の
流

布
の
経
緯
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
正
し
い
認
識
で
あ
る
。

（
22
）
中
村
忠
行
「
松
雲
公
前
田
綱
紀
の
『
宇
津
保
物
語
』
研
究
」『
天
理
大
学

学
報
』
第
三
十
六
号
（
昭
和
36
年
12
月
）。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
基
幹
研
究
（
Ａ
）「
王
朝
文
学
の
流

布
と
継
承
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日
に
国

文
学
研
究
資
料
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
平
成
二
十
一
年
度
第
一
回
共
同
研

究
会
で
発
表
し
た
内
容
を
基
に
、
そ
の
後
に
得
ら
れ
た
知
見
を
加
え
て
成
稿

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
当
日
に
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
方
々
に
御
礼

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
御
所
蔵
資
料
の
閲
覧
調
査
に
際
し
て
便
宜
を
図
っ

て
下
さ
っ
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
天
理
大

学
附
属
天
理
図
書
館
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
、
大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所
、

そ
の
他
関
係
諸
機
関
の
各
位
に
、記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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An Essay on the Appearance and Spread of 
Kanke-suma-no-ki

Yoshinobu SENO

　　 Kanke-suma-no-ki is a writing dealing with travels which depicts how Sugawara Michizane, 

who had been left for Dazaifu, departed Kyoto for Suma.  It was formerly believed to be written by 

Michizane himself.  However, since Motoori Norinaga asserted that it was a forgery, it has been 

considered that the book was written only after the Edo period.  In fact, the true author and the 

precise date cannot be determined.

　　 In this paper, I considered the appearance and the author of Kanke-suma-no-ki through the 

examination of the postscripts in the various handwritten copies.  As a result, it can be deduced that 

Kanke-suma-no-ki was written by the Kanazawa lord Maeda Tsunanori (1643-1724).  I pointed out 

that the book was found after his death in Kanazawa and then brought to Tsuboi Yoshichika (1657-

1735), a scholar in Kyoto, and that the volume, transcribed and revised by Yoshichika, was further 

transcribed by his students and acquaintances to become known in the world.
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